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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルと、制御回路と、を備えた表示装置において、
　前記表示パネルは、ソースドライバと、ゲートドライバと、を備え、
　前記制御回路は、遅延素子と、論理和素子と、フレームスタート信号発生回路と、を備
えたフレーム周波数判定回路を備え、
　前記フレーム周波数判定回路は、動画・静止画判定信号に基づいて、フレーム周波数判
定信号を生成し、
　前記フレームスタート信号発生回路は、前記フレーム周波数判定信号に基づいて、フレ
ームスタート信号を生成し、
　前記遅延素子は、前記フレームスタート信号が1回入力されると入力側の値が出力側に
伝達される機能を有し、
　前記制御回路は、
　　前記フレーム周波数判定信号が第１の状態のとき、第１のフレーム周波数に基づいて
前記ゲートドライバおよび前記ソースドライバを制御する第１のモードの駆動を行い、
　　前記フレーム周波数判定信号が第２の状態のとき、前記第１のフレーム周波数よりも
低い第２のフレーム周波数に基づいて前記ゲートドライバおよび前記ソースドライバを制
御する第２のモードの駆動を行い、
　前記第１のモードから前記第２のモードに切り替える間に、切り替え期間が挿入され、
　切り替えるタイミングは、前記動画・静止画判定信号に基づいて実行され、
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　前記切り替え期間では、前記ソースドライバが静止画の映像信号を出力し、且つ前記第
１のフレーム周波数で駆動されることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１の表示装置において、
　前記表示パネルは、マトリクス状に配置された複数の画素を備え、
　前記複数の画素のそれぞれは、ＴＦＴで構成される画素スイッチと、前記画素スイッチ
に接続される画素電極と、共通電極と、液晶層と、を有することを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項１の表示装置において、
　前記第１のフレーム周波数は６０Ｈｚであり、前記第２のフレーム周波数は１Ｈｚであ
ることを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、表示装置に関し、間欠駆動の液晶表示装置に適用可能である。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォンやタブレット端末などのモバイル用途の液晶表示装置においては回路消
費電力の低減が必須である。その手段の一つとして、低周波駆動や間欠駆動などが提案さ
れている。低周波駆動とは液晶表示装置の駆動周波数を標準条件に対して、例えば１／２
、１／４などに低減して回路電力を低減する方式である。また、間欠駆動とは液晶表示装
置の１表示期間の書き込みを行った後に数表示期間の回路停止期間を設けることで回路電
力を低減する方式である。いずれの場合も液晶表示部の映像信号書き換え周期が長くなる
ため動画ぼけ等の副作用は発生しうるが、動画視認性が重要視されない静止画表示等の場
合においては、有効な回路電力低減策となる。
【０００３】
　国際公開第２０１３／０２１５７６号に開示される液晶表示装置においては、表示画像
に応じてリフレッシュ（フレーム）周波数の切り替えを行っている。動画表示の場合には
フレーム周波数を６０Ｈｚ（通常駆動）とし、静止画表示の場合には１Ｈｚ（間欠駆動）
としている。
【０００４】
　なお以下において、低周波駆動や間欠駆動に関して、画素の映像信号書き換えを行う時
間間隔を「フレーム周期」あるいは「１フレーム」と呼び、その逆数を「フレーム周波数
」と呼ぶものとする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２０１３／０２１５７６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本願発明者らは、ホールド駆動方式（次の映像が来るまで前の映像を表示し続ける表示
方式）の表示装置の間欠駆動について検討した結果、次のような問題があることを見出し
た。
【０００７】
　すなわち、動画から静止画への切り替えと同時に通常駆動から間欠駆動に切り替えると
、液晶誘電異方性による応答遅れに起因するフリッカが発生する。
【０００８】
　その他の課題と新規な特徴は、本開示の記述および添付図面から明らかになるであろう
。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、下記のとおりである。
【００１０】
　すなわち、表示装置は、第１のフレーム周波数で駆動する第１のモードと、第１のフレ
ーム周波数よりも低い第２のフレーム周波数で駆動する第２のモードと、を備え、第１の
モードから第２のモードに切り替わったとき、第２のフレーム周波数よりも高いフレーム
周波数での駆動を少なくとも１フレーム行ってから、第２のフレーム周波数での駆動に切
り替える。
【発明の効果】
【００１１】
　上記表示装置によれば、フリッカが視認されなくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【図２】実施例に係る液晶表示装置の動作タイミングチャートである。
【図３Ａ】動画から静止画に移行した直後の過渡期の液晶の動作を説明する図である。
【図３Ｂ】動画から静止画に移行した直後の過渡期の液晶の動作を説明する図である。
【図４】比較例に係る液晶表示装置の動作タイミングチャートである。
【図５Ａ】実施例に係るフレーム周波数判定回路のブロック図である。
【図５Ｂ】実施例に係るフレーム周波数判定回路のタイミング波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　＜実施の形態＞
　実施の形態のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、下記のとおりである。
（１）表示装置は、
　　第１のフレーム周波数で駆動する第１のモードと、
　　第１のフレーム周波数よりも低い第２のフレーム周波数で駆動する第２のモードと、
を備え、
　第１のモードから第２のモードに切り替わったとき、第２のフレーム周波数よりも高い
フレーム周波数での駆動を少なくとも１フレーム行ってから、第２のフレーム周波数での
駆動に切り替える。
（２）上記（１）の表示装置において、
　第２のフレーム周波数よりも高いフレーム周波数は、第１のフレーム周波数である。
（３）上記（２）の表示装置において、
　第１のモードは動画の通常駆動であり、第２のモードは静止画の間欠駆動である。
（４）上記（３）の表示装置において、
　第１のフレーム周波数は６０Ｈｚであり、第２のフレーム周波数は１Ｈｚである。
（５）上記（１）の表示装置において、
　第１のモードから第２のモードに切り替わったとき、第２のフレーム周波数よりも高い
フレーム周波数での駆動を２または３フレーム行ってから、第２のフレーム周波数での駆
動に切り替える。
【００１４】
　（６）表示装置は、
　　第１の周期で画素への書き込みを行う第１のモードと、
　　第１の周期よりも長い第２の周期で画素への書き込みを第２のモードと、
を備え、
　第１のモードから第２のモードに切り替わったとき、第２の周期よりも短い周期で同一
行の画素への書き込みを少なくとも２回行ってから、第２の周期で画素への書き込みを行
う。
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（７）上記（６）の表示装置において、
　第２の周期よりも短い周期は、第１の周期である。
（８）上記（７）の表示装置において、
　第１のモードは動画の通常駆動であり、第２のモードは静止画の間欠駆動である。
（９）上記（８）の表示装置において、
　第１の周期は１／６０ｓｅｃであり、第２の周期は１ｓｅｃである。
（１０）上記（６）の表示装置において、
　第１のモードから第２のモードに切り替わったとき、第２の周期よりも短い周期で同一
行の画素への書き込みを３回または４回行ってから、第２の周期で画素への書き込みを行
う。
【００１５】
　（１１）表示装置は、表示パネル（ＰＬＮ）と、制御回路（ＣＴＲ）と、を備え、
　表示パネル（ＰＬＮ）は、ソースドライバ（ＳＤ）と、ゲートドライバ（ＧＤ－Ｌ、Ｇ
Ｄ－Ｒ）と、を備え、
　制御回路（ＣＴＲ）は、
　　動画を表示するときは、第１のフレーム周波数に基づいてゲートドライバ（ＧＤ－Ｌ
、ＧＤ－Ｒ）およびソースドライバ（ＳＤ）を制御し、
　　静止画を表示するときは、第１のフレーム周波数よりも低い第２のフレーム周波数に
基づいてゲートドライバ（ＧＤ－Ｌ、ＧＤ－Ｒ）およびソースドライバ（ＳＤ）を制御し
、
　　動画・静止画判定信号に基づいて、第１のフレーム周波数に基づいた駆動を少なくと
も１フレーム行ってから、第２のフレーム周波数に基づいた駆動に切り替える。
（１２）上記（１１）の表示装置において、
　　表示パネル（ＰＬＮ）は、マトリクス状に配置された複数の画素（ＰＸ）を備え、
　　複数の画素（ＰＸ）のそれぞれは、ＴＦＴで構成される画素スイッチ（ＳＷ）と、画
素スイッチ（ＳＷ）に接続される画素電極（ＰＥ）と、共通電極（ＣＯＭ）と、液晶層（
ＬＱ）と、を有する。
（１３）上記（１１）の表示装置において、
　第１のフレーム周波数は６０Ｈｚであり、第２のフレーム周波数は１Ｈｚである。
（１４）上記（１１）の表示装置において、
　制御回路（ＣＴＲ）は、フレーム周波数判定回路（５０）を備え、
　フレーム周波数判定回路（５０）は、動画・静止画判定信号に基づいて、フレーム周波
数判定信号を生成し、
　フレーム周波数判定信号が第１の状態のとき、第１のフレーム周波数に基づいた駆動を
行い、
　フレーム周波数判定信号が第２の状態のとき、第２のフレーム周波数に基づいた駆動を
行う。
（１５）上記（１４）の表示装置において、
　フレーム周波数判定回路（５０）は、遅延素子（５３）と、論理素子（５１）と、フレ
ームスタート信号発生回路（５２）と、を備え、
　フレームスタート信号発生回路（５２）は、フレーム周波数判定信号に基づいて、フレ
ームスタート信号を生成し、
　遅延素子（５３）は、フレームスタート信号が1回入力されると入力側の値が出力側に
伝達される機能を有している。
【００１６】
　以下、実施例について、図面を用いて説明する。ただし、以下の説明において、同一構
成要素には同一符号を付し繰り返しの説明は省略する。
【実施例】
【００１７】
　図１は実施例に係る液晶表示装置の構成を示す図である。本実施例に係る液晶表示装置
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１１は、マトリクス状に配置された表示画素ＰＸを含む表示部を有する液晶表示パネルＰ
ＮＬと、液晶表示パネルＰＮＬを背面側から照明する照明手段としてのバックライトＢＬ
Ｔと、を備えている。
【００１８】
　表示パネルＰＮＬは、表示部において、複数の表示画素ＰＸが配列する行に沿って延び
る走査線ＧＬ（ＧＬ１、ＧＬ２、ＧＬ３、ＧＬ４、…、ＧＬｍ－１、ＧＬｍ）と、複数の
表示画素ＰＸが配列する列に沿って延びる信号線ＳＬ（ＳＬ１、ＳＬ２、ＳＬ３、…、Ｓ
Ｌｎ）と、走査線ＧＬと信号線ＳＬが交差する位置近傍に配置された画素スイッチＳＷと
を備えている。画素ＰＸは画素スイッチＳＷと画素容量Ｃｓを備えている。
【００１９】
　画素スイッチＳＷは薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Thin Film Transistor）を備えている
。画素スイッチＳＷのゲート電極は対応する走査線ＧＬと電気的に接続されている。画素
スイッチＳＷのソース電極は対応する信号線ＳＬと電気的に接続されている。画素スイッ
チＳＷのドレイン電極は対応する画素電極ＰＥと電気的に接続されている。
【００２０】
　パネルＰＮＬは、複数の表示画素ＰＸを駆動する駆動手段として、ゲートドライバＧＤ
（左側のゲートドライバＧＤ－Ｌおよび右側のゲートドライバＧＤ－Ｒ）とソースドライ
バＳＤとを備えている。複数の走査線ＧＬはゲートドライバＧＤの出力端子と電気的に接
続されている。複数の信号線ＳＬはソースドライバＳＤの出力端子と電気的に接続されて
いる。
【００２１】
　ゲートドライバＧＤとソースドライバＳＤとは、表示部の周囲の領域に配置されている
。ゲートドライバＧＤは複数の走査線ＧＬにオン電圧を順次印加して、選択された走査線
ＧＬに電気的に接続された画素スイッチＳＷのゲート電極にオン電圧を供給する。ゲート
電極にオン電圧が供給された画素スイッチＳＷの、ソース電極－ドレイン電極間が導通す
る。ソースドライバＳＤは、複数の信号線ＳＬのそれぞれに対応する出力信号を供給する
。信号線ＳＬに供給された信号は、ソース電極－ドレイン電極間が導通した画素スイッチ
ＳＷを介して対応する画素電極ＰＥに印加される。
【００２２】
　ゲートドライバＧＤとソースドライバＳＤとは、液晶表示パネルＰＮＬの外部に配置さ
れた制御回路ＣＴＲにより動作を制御される。制御回路ＣＴＲは、共通電極（対向電極）
ＣＯＭに対向電圧（Ｖｃｏｍ）を供給している。
【００２３】
　制御回路ＣＴＲは、駆動電力低減のために間欠駆動の機能を持っている。いま、一例と
して液晶表示装置の標準のフレーム周波数が６０Ｈｚであるとする。すなわち、（１／６
０）ｓｅｃごとに画素への映像信号の書き換えが行われるとする。動画表示の場合には標
準の６０Ｈｚでの動作とするが、動画視認性がそれほど重視されない静止画像などを表示
する場合には（１／６０）ｓｅｃをかけて書き込み（画面の上から下までの走査）を行っ
た後に、例えば（１／６０）ｓｅｃ、（３／６０）ｓｅｃ、（７／６０）ｓｅｃ、あるい
は（５９／６０）ｓｅｃの休止期間を設ける。休止期間に制御回路ＣＴＲの動作を停止す
ればその間の回路消費電力は実質０になり、書き込み時も含めた時間平均としての回路消
費電力はそれぞれ、１／２、１／４、１／８、あるいは１／６０に低減される。
【００２４】
　上述のような駆動では各画素への書き込み後に長時間の保持を行う必要があることから
、ＴＦＴとしてオフリーク電流の小さいものを用いることが望ましい。例えばＩＧＺＯ（
Ｉｎ(インジウム)、Ｇａ(ガリウム)、Ｚｎ(亜鉛)から構成される酸化物）を用いたＴＦＴ
は一般にオフリーク電流が小さく、上記の低周波駆動に適したＴＦＴであるといわれてい
る。
【００２５】
　本実施例に係る液晶表示装置１１は、対向電極ＣＯＭと画素電極ＰＥとに印加される電
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圧の電位差により、液晶層ＬＱに電界を生じさせ、液晶層ＬＱに含まれる液晶分子の配向
方向を制御するＦＦＳ（Fringe-Field Switching）モードの液晶表示装置である。液晶分
子の配向方向により、バックライトＢＬＴから出射される光の透過光量が制御される。
【００２６】
　図４は比較例に係る液晶表示装置の動作タイミングチャートである。比較例の液晶表示
装置においては、動画表示の場合に通常駆動（例えばフレーム周波数が６０Ｈｚ）を行い
、静止画表示の場合に間欠駆動（例えばフレーム周波数が１Ｈｚ）を行う。比較例の液晶
表示装置に供給される映像信号が動画から静止画に切り替わるとき、以下のような動作を
行う。
【００２７】
　動画表示が行われている期間は、制御回路ＣＴＲはフレーム周波数６０Ｈｚでゲートド
ライバＧＤを制御し、各行の選択（ＴＦＴがＯＮ状態になる）は（１／６０）ｓｅｃ毎に
行われる。この各行の選択に合わせてソースドライバＳＤから映像信号を供給することで
（図４（ａ））、その映像信号に対応した電圧が各行の画素に書き込まれ（図４（ｂ））
、１フレームの間保持される。なお一般に、液晶に長時間ＤＣ電圧が印加されてチャージ
アップするのを防ぐため、液晶に書き込まれる電圧は、１フレームごとに正負の極性が反
転されたものとなっている（交流化駆動）。液晶の輝度は、画素に書き込まれた電圧（液
晶に印加された電圧）に対応して応答するが、液晶の粘性のため応答に若干の遅れが生じ
、波形は若干なまったものになる（図４（ｃ））。
【００２８】
　静止画に切り替わると、制御回路ＣＴＲはフレーム周波数を１Ｈｚに切り替える。例え
ば、上述したように（１／６０）ｓｅｃでゲートドライバＧＤ走査を行った後に（５９／
６０）ｓｅｃの休止期間を設けるといった動作を行う。このときにもソースドライバＳＤ
からは１フレーム毎に映像信号が供給されるが、静止画であるため、各画素の映像信号は
時間的に一定である（図４（ａ））。液晶には、絶対値が概略等しい正負の電圧が、１フ
レーム毎に交互に印加される。液晶に印加される電圧の絶対値は各フレームでほぼ一定な
ので、定常状態においては液晶の輝度応答は一定となる（図４（ｃ））。しかし、動画か
ら静止画に移行した直後の過渡期の数フレームのみは、応答遅れにより輝度の不連続な変
化Ｅ１、Ｅ２が生じる（図４（ｃ））。
【００２９】
　図３Ａ、図３Ｂは動画から静止画に移行した直後の過渡期の液晶の動作を説明する図で
ある。一例として、動画の最後のフレームで画素ＰＸに０Ｖの映像信号（黒）が書き込ま
れ、その後の静止画で５Ｖの映像信号（白）が書き込まれる場合を考える。
【００３０】
　液晶分子は分子長軸方向と短軸方向で誘電率が異なるいわゆる誘電異方性を持っている
のに加え、印加電圧に応じて配向方向を変化させるため、液晶層ＬＱの誘電率（画素容量
）は印加電圧に応じて変化するという性質を持っている。一般に、印加電圧が小さいと画
素容量が小さく、印加電圧が大きくなるにしたがって画素容量が大きくなる。図３Ｂに、
印加電圧（ＶＬＣ）と画素容量（Ｃｔｏｔ）の関係（Ｃ－Ｖ特性）の一例を示す。ここで
、印加電圧とは液晶にかかる電圧である。画素容量とは、画素容量Ｃｓの容量である。
（ａ）初期状態
 　まず、動画の最後のフレームで画素ＰＸに０Ｖ（黒）の映像信号が書き込まれ（ＶＬ
Ｃ＝０Ｖ）、図３Ａ（ａ）に示すようにＴＦＴ（画素スイッチＳＷ）がオフ（ＯＦＦ）す
ると、画素容量は０Ｖに対応した容量の小さい状態となる（図３Ｂ中の（ａ））。
（ｂ）画素への書き込み
　次に、静止画に移行して、ＴＦＴがオン（ＯＮ）の状態（ＴＦＴ＝ＯＮと表す。）にな
って画素ＰＸが選択されると、図３Ａ（ｂ１）に示すように、画素ＰＸにはＴＦＴを介し
て５Ｖの充電（白の映像信号の書き込み）が行われる（ＶＬＣ＝５Ｖ）。ただし、ＴＦＴ
がＯＮする期間は液晶の応答時間に比べて非常に短いため、図３Ａ（ｂ）に示すようにＴ
ＦＴがＯＮする期間中は、液晶層ＬＱは０Ｖのときの配向状態を保ったままであり、画素
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容量も０Ｖのときの容量（誘電率）のままである（この状態は図３Ｂ中の（ｂ）に相当）
。また、図３Ａ（ｂ２）に示すように、ＴＦＴがＯＦＦになった直後も、液晶層ＬＱは０
Ｖのときの配向状態を保ったままであり、画素容量も０Ｖのときの容量のままである。
（ｃ）保持期間 　その後、ＴＦＴがＯＦＦになって保持期間（ホールド期間）に移行す
ると、図３Ａ（ｃ）に示すように液晶が応答して配向方向が変化し、誘電率が増加するた
めに画素容量が増加する。しかし、保持期間中は画素への電荷の供給が行われず、電荷が
再配分されるため、液晶に印加されている電圧（ＶＬＣ）が低下する。より詳しく述べる
と、画素電荷をＱとすると、式（１）の関係により、Ｃｔｏｔが増加するとそれに反比例
してＶＬＣが低下する。
【００３１】
　　　　　　Ｑ＝Ｃｔｏｔ・ＶＬＣ＝一定　・・・・・・（１）
画素の状態は図３Ｂ中の（ｂ）から、Ｃｔｏｔ・ＶＬＣ＝ｃｏｎｓｔ．の曲線３１に沿っ
て移動し、Ｃ－Ｖ特性曲線３２と交差する（ｃ）にて平衡状態となる。これにより、画素
には実際に印加した５Ｖよりも低い電圧（図で読み取ると約４．２Ｖ）が保持されること
になる。すなわち、液晶の誘電異方性のため、１回の書き込みでは目標の保持電圧に達し
ない。
【００３２】
　その後、静止画の２回目、３回目、・・・の画素書き込みが順次行われ毎回絶対値５Ｖ
の映像信号が書き込まれるが、何回かの書き込みを経ることによって初めて、目標の保持
電圧である５Ｖに収束する。目標電圧に収束するまでは液晶の保持電圧は段階的に増加し
、従って輝度（透過率）応答も段階的に変化する。間欠駆動においては1フレーム期間が
１ｓｅｃと長いため、輝度の変化が１ｓｅｃ毎に発生し、人間の目にはフリッカとして視
認される。
【００３３】
　図２は実施例に係る液晶表示装置の動作タイミングチャートである。図２に示す本実施
例の方式は、動画から静止画に移行後２フレーム期間のみ、フレーム周期を１ｓｅｃ（間
欠駆動）ではなく（１／６０）ｓｅｃ（通常駆動）としている点に特徴がある。その他の
期間は、図２の比較例に係る液晶表示装置の動作タイミングチャートと同じである。２フ
レーム期間に静止画の画素書き込みが３回行われる。こうすると図３Ａ、図３Ｂで説明し
た輝度応答の段階的な変化を２フレームに相当する（２／６０）ｓｅｃでほぼ収束させる
ことができ、人間の目にはフリッカは殆ど視認されなくなる。
【００３４】
　ＴＦＴ書き込みを行うホールド駆動型の液晶表示装置においては、画素書き込み（ＴＦ
Ｔ　ＯＮ）後の保持期間中に画素電極への電荷の供給が行われないため、液晶応答に伴う
誘電率の変化に応じて保持電圧が変化し（Ｑ＝ＣＶ＝一定の条件）、保持される電圧が書
き込み電圧と異なったものになる。したがって、画素の液晶透過率（輝度）を目標とする
レベルに到達させるためには、画素書き込みから保持のステップを複数回（一般には２、
３回）繰り返すことが必要となる。
【００３５】
　比較例のように動画から静止画への切り替えと同時に間欠駆動（１Ｈｚ）にすると１ｓ
ｅｃおきに段階的に液晶が応答するため、フリッカとして視認される。しかし、本実施例
のように動画から静止画への切り替え直後２、３フレームはフレーム周波数を６０Ｈｚと
することで、この過渡的な応答を（２／６０）ｓｅｃ、あるいは（３／６０）ｓｅｃで完
了させることができ、フリッカが視認されなくなる。
【００３６】
　図５Ａは実施例に係るフレーム周波数判定回路のブロック図である。図５Ｂはフレーム
周波数判定回路のタイミング波形図である。
【００３７】
　液晶表示装置１１は、入力信号が動画か静止画かに応じてフレーム周波数を規定するた
めの、フレーム周波数判定回路５０を有している。この機能は、図１の制御回路ＣＴＲに
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含まれるものである。フレーム周波数判定回路５０には、映像信号が静止画か動画かに応
じて、動画・静止画判定信号（Ｐ）が供給される。２値論理として、動画をハイレベル（
Ｈ）、静止画をロウレベル（Ｌ）に対応させる。フレーム周波数判定回路５０は、動画・
静止画判定信号（Ｐ）をもとに処理を行い、フレーム周波数を決定するためのフレーム周
波数判定信号（Ｆ）を出力するものである。２値論理として通常駆動のフレーム周波数（
６０Ｈｚ）をＨ、間欠駆動のフレーム周波数（１Ｈｚ）をＬに対応させる。
【００３８】
　フレーム周波数判定信号（Ｆ）を生成する過程について、図５Ｂの波形図と共に説明す
る。
【００３９】
　まず（i）の期間は動画表示状態であって、Ｐ＝Ｈの状態である。動画・静止画判定信
号（Ｐ）はＯＲ（論理和）素子５１に入力されるが、Ｐ＝Ｈの場合、ＯＲ素子５１の他方
の入力（図中のＱ）の如何にかかわらずＦ＝Ｈとして出力され、フレーム周波数は６０Ｈ
ｚと判定される。フレーム周波数判定信号（Ｆ）はフレームスタート信号発生回路（ＦＳ
ＧＣ）５２にも入力され、フレームスタート信号発生回路５２は（１／６０）ｓｅｃ周期
でフレームスタート信号（ゲートドライバの走査開始を指示する信号（Ｇ））を発生させ
る。
【００４０】
　次に、（ii）の期間は動画から静止画に移行し、Ｐ＝Ｌに移行した期間である。ＯＲ素
子の一つの入力として動画・静止画判定信号（Ｐ）が直接入力されるが、他方の入力には
、３個の遅延素子を経由した信号（Ｑ）が入力される。遅延素子５３は、フレームスター
ト信号が1回入力されると入力側の値が出力側に伝達される機能を持っており、動画・静
止画判定信号（Ｐ）がＨ→Ｌに変化した後、フレームスタート信号が３回入力されて初め
て、Ｑ＝Ｌに変化する。フレーム周波数判定信号（Ｆ）はＰとＱの論理和であるから、フ
レーム周波数判定信号（Ｆ）もフレームスタート信号が３回入力された後にＦ＝Ｌに変化
する。すなわち、動画から静止画に移行した後、２フレームはＦ＝Ｈのままでフレーム周
波数は６０Ｈｚと判定され、フレームスタート信号発生回路５２は（１／６０）ｓｅｃ周
期でフレームスタート信号を発生する。そして、３フレーム目にＦ＝Ｌとなりフレーム周
波数は１Ｈｚと判定され、フレームスタート信号発生回路は１ｓｅｃ周期でフレームスタ
ート信号（Ｇ）を発生するようになる。
【００４１】
　次に、（iii）の期間は静止画表示の３フレーム目以降であるが、ここではＰ＝Ｑ＝Ｌ
であるため、Ｆ＝Ｌとなる。従って、フレーム周波数は１Ｈｚと判定されフレームスター
ト信号発生回路５２は１ｓｅｃ周期でフレームスタート信号を発生し続ける。
【００４２】
　次に、（iv）の期間は再び動画に移行した期間である。ここではＰ＝Ｈであるため、Ｑ
の状態にかかわらずＦ＝Ｈとなる。従って、フレーム周波数は６０Ｈｚと判定されフレー
ムスタート信号発生回路５２は（１／６０）ｓｅｃ周期でフレームスタート信号（Ｇ）を
発生するようになる。
【００４３】
　以上により、図２にあるように、動画から静止画に移行後２フレーム期間のみ、フレー
ム周期を１ｓｅｃ（間欠駆動）ではなく（１／６０）ｓｅｃ（通常駆動）として動作させ
ることが可能となる。なお、遅延素子５３の数を変更することによって、動画から静止画
への切り替え直後にフレーム周波数が６０Ｈｚで動作するフレーム数（移行フレーム数）
を容易に変更することができる。例えば、フレーム周波数判定回路５０内に、移行フレー
ム数を設定するレジスタを設けるようにしてもよい。
【００４４】
　本実施例に係る液晶表示装置は、スマートフォン、タブレット端末、モバイルＰＣなど
の携帯機器の他、ＰＣモニタ、車載用ディスプレイ、液晶ＴＶなど液晶表示装置一般に使
用される。
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　なお、本実施例では動画から静止画への切り替え直後の通常駆動のフレーム数を２とし
たが、必ずしも２フレームである必要はなく、１フレームのみ、あるいは３フレーム以上
であってもよい。このフレーム数を増やすにしたがって誘電異方性に起因する段階的な輝
度応答をより速く収束させることができフリッカ抑制効果が高まるが、あまりフレーム数
が多すぎると間欠駆動による回路電力低減の効果が薄まるため、フリッカと消費電力の関
係を見据えて適当なフレーム数に設定すればよい。
【００４６】
　本実施例では動画から静止画への切り替え直後は通常駆動のフレーム周波数での駆動と
したが、間欠駆動のフレーム周波数よりも高いフレーム周波数または通常駆動のフレーム
周波数よりも低いフレーム周波数であって、フリッカが視認されないフレーム周波数であ
ればよい。
【００４７】
　以上、本発明者によってなされた発明を実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は
、上記実施例に限定されるものではなく、種々変更可能であることはいうまでもない。
【符号の説明】
【００４８】
１１・・・表示装置
５０・・・フレーム周波数判定回路
５１・・・ＯＲ（論理和）素子
５２・・・フレームスタート信号発生回路
５３・・・遅延素子
ＢＬＴ・・・バックライト
ＣＯＭ・・・対向電極
Ｃｓ・・・画素容量
ＣＴＲ・・・制御回路
ＧＤ、ＧＤ－Ｌ、ＧＤ－Ｒ・・・ゲートドライバ
ＧＬ、ＧＬ１、ＧＬ２、ＧＬ３、ＧＬ４、ＧＬｍ－１・・・走査線
ＰＬＮ・・・表示パネル
ＰＸ・・・表示画素
ＳＤ・・・ソースドライバ
ＳＬ、ＳＬ１、ＳＬ２、ＳＬ３、ＳＬｎ・・・信号線
ＳＷ・・・画素スイッチ（ＴＦＴ）
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